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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　椀状に窪んだ取付部が頂部に設けられた三脚と、
　平坦面状の走行面を有する長尺なレール部材およびこのレール部材の前記走行面を走行
可能に回転自在に支持されたベアリングを有するスライダーを備えた撮影用スライディン
グ装置と、
　前記三脚の前記取付部に前記撮影用スライディング装置を取り付け、固定する締め付け
ハンドルと
を備えた三脚装置であって、
　前記三脚の前記取付部には、前記三脚の長さ方向に貫通する開口が形成され、
　前記撮影用スライディング装置には、前記レール部材に、前記三脚へ取り付けるための
アダプターが設けられ、このアダプターの前記レール部材との第１接触面は平坦面であり
、前記三脚との第２接触面は湾曲面を有し、この第２接触面における前記三脚の取り付け
側の中央に取り付け用の雌ねじが埋設され、
　前記締め付けハンドルは、握りと、この握りの一端から突出する雄ねじとを有し、
　前記三脚の前記取付部に前記アダプターが載置され、前記締め付けハンドルの前記雄ね
じが、前記三脚の前記取付部の前記開口を通じて前記アダプターに埋設された前記雌ねじ
に螺合され、前記アダプターの前記第２接触面の前記湾曲面と前記三脚の前記取付部の内
側の湾曲面が面接触し、互いに圧接されて前記三脚に前記撮影用スライディング装置が取
り付けられ、固定されている
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ことを特徴とする三脚装置。
【請求項２】
　前記締め付けハンドルは、前記雄ねじが前記握りから突出する部分の外周に、前記三脚
の前記取付部の外側の湾曲面と接触可能な湾曲する受け皿状の支持部を有し、前記締め付
けハンドルによる前記三脚と前記撮影用スライディング装置の取り付け時に、前記締め付
けハンドルの前記支持部が前記三脚の前記取付部の外側の湾曲面に接触することを特徴と
する請求項１に記載の三脚装置。
【請求項３】
　前記撮影用スライディング装置の前記スライダーは雄ねじを有し、雲台には、その底面
部に、前記スライダーの前記雄ねじに螺合する雌ねじが設けられ、この雌ねじに前記雄ね
じが螺合し、前記雲台が前記スライダーに取り付けられ、固定されていることを特徴とす
る請求項１または２に記載の三脚装置。
【請求項４】
　前記レール部材の前記走行面は、第１走行面と、この第１走行面に対して傾斜して配置
された第２走行面とを有し、前記スライダーは、前記レール部材の前記第１走行面上を走
行可能に回転自在に支持された第１ベアリングと、前記レール部材の前記第２走行面上を
走行可能に回転自在に支持された第２ベアリングと、この第２ベアリングを前記第２走行
面に対して進退させ、前記第２ベアリングの前記第２走行面への接触圧を調整する初期設
定機構とを有していることを特徴とする請求項１から３のいずれか一項に記載の三脚装置
。
【請求項５】
　前記スライダーは、互いに対向して配置され、その間に前記第１ベアリングを回転自在
に支持する一対の支持面部と、この支持面部から対向する支持面部とは反対側に斜めに延
び、前記第２ベアリングが回転自在に取り付けられたスカート部とを有し、
　前記初期設定機構は、調整ボルトと、固定ボルトと、前記スカート部の裏面が配置可能
とされた表面を有し、前記固定ボルトが螺合可能な螺合部を有する固定部と、この固定部
に設けられ、前記調整ボルトが螺合可能な、第２ベアリングの接触圧調整部とを備え、前
記初期設定機構は、一方の前記スカート部に組み込まれ、
　前記調整ボルトが前記接触圧調整部に螺合することにより、前記スカート部の前記固定
部に対する配置位置が変更され、前記第２ベアリングが前記第２走行面に対して進退し、
前記第２ベアリングの前記第２走行面への接触圧が変更され、前記固定ボルトが前記螺合
部に螺合することにより、前記スカート部が前記固定部に固定され、前記第２ベアリング
が、調整された接触圧で前記第２走行面上を走行可能となる
ことを特徴とする請求項４に記載の三脚装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、ビデオカメラなどの撮影機器を直線的にスライドさせる撮影用スライディン
グ装置を備えた三脚装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　ビデオカメラを水平方向などにスライドさせて撮影する際に使用される撮影機材として
、カメラスライダーなどと称される撮影用スライディング装置が知られている。この撮影
用スライディング装置は、下記特許文献１に記載されたものが一般的である。特許文献１
に記載されたステレオ画像撮影装置は、１台のＩＴＶカメラ、記憶装置、仰角調整用ステ
ージ、方位調整用ステージ、スライダー、台座、水準器および電源からなっている。これ
らの構成要素の内、スライダー、台座および水準器が撮影用スライディング装置を構成す
る。撮影時には、三脚などの台に台座を、水準器を用いて水平に固定し、ビデオカメラを
スライダーに固定し、スライダーを撮影対象に向けて水平方向に移動させ、撮影する。
【０００３】
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　撮影用スライディング装置は、スライダーの台座上でのスライドによって、移動する撮
影対象をその移動方向に追いかけてビデオカメラで撮影したり、また、撮影対象を変更し
ながらビデオカメラで撮影したりすることなどができ、多様な映像表現を可能にする。ま
た、ぶれのない安定な映像が得られるという利点がある。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００４】
【特許文献１】特開２００５－２４４４２号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　このような撮影用スライディング装置については、三脚への取り付けがより容易に実現
されること、また、雲台の取り付けがより容易に実現されることが要求される。
【０００６】
　本発明は、以上のとおりの事情に鑑みてなされたものであり、撮影用スライディング装
置の三脚への取り付けがより容易であり、かつ雲台の取り付けもより容易である三脚装置
を提供することを課題としている。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
 上記の課題を解決するために、本発明の三脚装置は、椀状に窪んだ取付部が頂部に設け
られた三脚と、平坦面状の走行面を有する長尺なレール部材およびレール部材の走行面を
走行可能に回転自在に支持されたベアリングを有するスライダーを備えた撮影用スライデ
ィング装置と、三脚の取付部に撮影用スライディング装置を取り付け、固定する締め付け
ハンドルとを備えた三脚装置であって、三脚の取付部には、三脚の長さ方向に貫通する開
口が形成され、撮影用スライディング装置には、レール部材に、三脚へ取り付けるための
アダプターが設けられ、アダプターのレール部材との第１接触面は平坦面であり、三脚と
の第２接触面は湾曲面を有し、第２接触面における三脚の取り付け側の中央に取り付け用
の雌ねじが埋設され、締め付けハンドルは、握りと、握りの一端から突出する雄ねじとを
有し、三脚の取付部にアダプターが載置され、締め付けハンドルの雄ねじが、三脚の取付
部の開口を通じてアダプターに埋設された雌ねじに螺合され、アダプターの第２接触面の
湾曲面と三脚の取付部の内側の湾曲面が面接触し、互いに圧接されて三脚に撮影用スライ
ディング装置が取り付けられ、固定されていることを特徴とする。
【０００８】
　この三脚装置においては、締め付けハンドルは、雄ねじが握りから突出する部分の外周
に、三脚の取付部の外側の湾曲面と接触可能な湾曲する受け皿状の支持部を有し、締め付
けハンドルによる三脚と撮影用スライディング装置の取り付け時に、締め付けハンドルの
支持部が三脚の取付部の外側の湾曲面に接触することが好ましい。
【０００９】
　この三脚装置においては、撮影用スライディング装置のスライダーは雄ねじを有し、雲
台には、その底面部に、スライダーの雄ねじに螺合する雌ねじが設けられ、雌ねじに雄ね
じが螺合し、雲台がスライダーに取り付けられ、固定されていることが好ましい。
【００１０】
　この三脚装置においては、レール部材の走行面は、第１走行面と、第１走行面に対して
傾斜して配置された第２走行面とを有し、スライダーは、レール部材の第１走行面上を走
行可能に回転自在に支持された第１ベアリングと、レール部材の第２走行面上を走行可能
に回転自在に支持された第２ベアリングと、第２ベアリングを第２走行面に対して進退さ
せ、第２ベアリングの第２走行面への接触圧を調整する初期設定機構とを有していること
が好ましい。
【００１１】
　この三脚装置においては、スライダーは、互いに対向して配置され、その間に第１ベア



(4) JP 5564629 B1 2014.7.30

10

20

30

40

50

リングを回転自在に支持する一対の支持面部と、支持面部から対向する支持面部とは反対
側に斜めに延び、第２ベアリングが回転自在に取り付けられたスカート部とを有し、初期
設定機構は、調整ボルトと、固定ボルトと、スカート部の裏面が配置可能とされた表面を
有し、固定ボルトが螺合可能な螺合部を有する固定部と、固定部に設けられ、調整ボルト
が螺合可能な、第２ベアリングの接触圧調整部とを備え、初期設定機構は、一方のスカー
ト部に組み込まれ、調整ボルトが接触圧調整部に螺合することにより、スカート部の固定
部に対する配置位置が変更され、第２ベアリングが第２走行面に対して進退し、第２ベア
リングの第２走行面への接触圧が変更され、固定ボルトが螺合部に螺合することにより、
スカート部が固定部に固定され、第２ベアリングが、調整された接触圧で第２走行面上を
走行可能となることが好ましい。
【発明の効果】
【００１２】
　本発明の三脚装置によれば、撮影用スライディング装置の三脚への取り付けがより容易
となり、かつ雲台の取り付けもより容易となる。
【図面の簡単な説明】
【００１３】
【図１】本発明の三脚装置の第１実施形態を示した斜視図である。
【図２】図１に示した三脚装置が備えた締め付けハンドルを例示した斜視図である。
【図３】図１に示した三脚装置における撮影用スライディング装置の三脚への取付方法を
示した要部分解断面図である。
【図４】本発明の三脚装置が備えた撮影用スライディング装置の一実施形態を示した斜視
図である。
【図５】図４に示した撮影用スライディング装置のレール部材における本体を示した要部
断面図である。
【図６】図４に示した撮影用スライディング装置のスライダーを示した側面図である。
【図７】（ａ）（ｂ）（ｃ）は、それぞれ、図３に示したスライダーのＡ－Ａ矢視断面図
、Ｂ－Ｂ矢視断面図、Ｃ－Ｃ矢視断面図である。
【図８】図６に示したスライダーを一方の支持面部側から示した分解斜視図である。
【図９】図６に示したスライダーを他方の支持面部側から示した分解斜視図である。
【図１０】本発明の三脚装置の第２実施形態を示した斜視図である。
【発明を実施するための形態】
【００１４】
　図１は、本発明の三脚装置の第１実施形態を示した斜視図である。図２は、図１に示し
た三脚装置が備えた締め付けハンドルを例示した斜視図である。図３は、図１に示した三
脚装置における撮影用スライディング装置の三脚への取付方法を示した要部分解断面図で
ある。
【００１５】
　三脚装置７２は、三脚４２と、撮影用スライディング装置１と、締め付けハンドル４４
とを備えている。三脚４２では、頂部４８に椀状に窪んだ取付部４９が設けられている。
撮影用スライディング装置１は、平坦面状の第１走行面４および第２走行面５を有する長
尺なレール部材２と、レール部材２の第１走行面４を走行可能に回転自在に支持された第
１ベアリング６および第２走行面５を走行可能に回転自在に支持された第２ベアリング（
図６図中の符号２２）とを備えている。締め付けハンドル４４は、三脚４２の取付部４９
に撮影用スライディング装置１を取り付け、固定するものであり、握り４５と、握り４５
の一端から突出する雄ねじ４６とを有している。
【００１６】
　また、三脚４２の取付部４８には、三脚４２の長さ方向に貫通する開口５１が形成され
ている。撮影用スライディング装置１には、レール部材２に、三脚４２へ取り付けるため
のアダプター３６が設けられている。アダプター３６では、レール部材２との第１接触面
３７は平坦面３９であり、三脚４２との第２接触面３８は湾曲面４０を有している。また
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、第２接触面３８における三脚４２の取り付け側の中央に取り付け用の雌ねじ５２が埋設
されている。
【００１７】
　三脚装置７２では、三脚４２の取付部４９にアダプター３６が載置され、締め付けハン
ドル４４の雄ねじ４６が、三脚４２の取付部４９の開口５１を通じてアダプター３６に埋
設された雌ねじ５２に螺合される。このとき、アダプター３６の第２接触面３８の湾曲面
４０と三脚４２の取付部４９の内側の湾曲面５４が面接触し、互いに圧接される。こうし
て、三脚４２に撮影用スライディング装置１が取り付けられ、固定され、三脚装置７２が
形成されている。
【００１８】
　具体的には、締め付けハンドル４４では、握り４５の一端から雄ねじ４６が突出し、雄
ねじ４６が握り４５から突出する部分の外周に、三脚４２の頂部４８に設けられた椀状に
窪んだ取付部４９の外側の湾曲面５０と接触可能な湾曲する受け皿状の支持部４７が設け
られている。三脚４２の頂部４８の取付部４９には、三脚４２の長さ方向に貫通する開口
５１が形成されている。三脚装置７０を形成する際には、三脚４２の頂部４８の取付部４
９の内側の湾曲面５４上にアダプター３６の第２接触面３８の湾曲面４０を載置する。次
いで、三脚４２の頂部４８の取付部４９の湾曲面５０の外側から締め付けハンドル４５の
雄ねじ４６を、取付部４９に形成された開口５１を通じてアダプター３６に埋設された雌
ねじ５２に螺合させ、締め付ける。締め付けハンドル４５の締め付けにつれて、アダプタ
ー３６の第２接触面３８の湾曲面４０と、三脚４２の頂部４８の取付部４９の外側の湾曲
面５０とが面接触し、互いに圧接される。この圧接によって、アダプター３６が三脚４２
の頂部４８の取付部４９に固定され、撮影用スライディング装置１が三脚４２に固定され
、三脚装置７０が形成される。このように、撮影用スライディング装置１は三脚４２への
取り付けが容易であるので、三脚装置７０の形成は容易である。また、締め付けハンドル
４４の支持部４７が三脚４２の頂部４８に設けられた取付部４９の湾曲面５０と接触する
ことによって、撮影用スライディング装置１と三脚４２の固定状態は安定に保持される。
【００１９】
　図４は、本発明の三脚装置が備えた撮影用スライディング装置の一実施形態を示した斜
視図である。
【００２０】
　撮影用スライディング装置１では、レール部材２は、第１走行面４と第２走行面５を有
する本体８と、本体８の長手方向の両端部に取り付けられたベース９とを備えている。
【００２１】
　図５は、図４に示した撮影用スライディング装置のレール部材における本体を示した要
部断面図である。
【００２２】
　本体８は、中空で、断面が矩形形状を有する躯体部１０と、躯体部１０の幅方向の両端
部のそれぞれから躯体部１０の外側に斜めに立ち上がり、立ち上がった先端から真っ直ぐ
に延びるレール部１１ａ、１１ｂとから形成されている。レール部１１ａ、１１ｂも躯体
部１０と同様に中空であり、躯体部１０の幅方向の中央に関し対称に配置されている。第
１走行面４は、レール部１１ａ、１１ｂの先端部に凹状に窪んで形成されている。レール
部１１ａ、１１ｂに形成された第１走行面４は同一平面上に配置されている。第２走行面
５は、レール部１１ａ、１１ｂにおける躯体部１０から斜めに立ち上がった部分の外面で
ある。第２走行面５は、第１走行面４に対して傾斜して配置されており、傾斜角度は４５
°となっている。第２走行面５の第１走行面４に対する傾斜角度は、図４に示したスライ
ダー３のレール部材２に沿った走行性が安定となる限り、４５°に限定されることはなく
、０°より大きく９０°未満の鋭角であればよい。
【００２３】
　図４に示したように、ベース９は、本体８の幅方向の外側に向かって下り傾斜で延びる
脚１２を２本有している。２本の脚１２の開脚度は調整可能とされている。脚１２の先端
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部には、撮影用スライディング装置１の水平な設置を調整するアジャスター１３が設けら
れており、アジャスター１３は、ボルト部１４を有し、ボルト部１４は、脚１２の先端部
において出入り可能となっている。脚１２の先端部にはロックナット１５が設けられ、ア
ジャスター１３のボルト部１４はロックナット１５に対し回転自在であり、アジャスター
１３の回転によって脚１２の先端部からの突出長さの変更が可能になっている。ロックナ
ット１５は、締め付けによってアジャスター１３の回転を不能とするものである。ロック
ナット１５を緩めるとアジャスター１３の回転が可能となる。
【００２４】
　スライダー３は、本体１６を備えている。本体１６は、ビデオカメラまたは雲台を取り
付ける平坦状の取付面部１７と、取付面部１７の幅方向の両端縁から延びる一対の支持面
部１８ａ、１８ｂとから形成されている。支持面部１８ａ、１８ｂは互いに対向して配置
されている。取付面部１７の中央には、ビデオカメラまたは雲台の底面部に形成された取
り付け用の雌ねじと螺合する雄ねじ１９が突設されている。支持面部１８ａ、１８ｂの先
端部には、対向する支持面部１８ａ、１８ｂとは反対側に、すなわち、本体１６の幅方向
の外側に向かって斜めに延びるスカート部２０ａ、２０ｂが設けられている。初期設定機
構７は、支持面部１８ａのスカート部２０ａに組み込まれている。
【００２５】
　図６は、図４に示した撮影用スライディング装置のスライダーを示した側面図である。
図７（ａ）（ｂ）（ｃ）は、それぞれ、図６に示したスライダーのＡ－Ａ矢視断面図、Ｂ
－Ｂ矢視断面図、Ｃ－Ｃ矢視断面図である。
【００２６】
　第１ベアリング６は、支持面部１８ａ、１８ｂの間で取付面部１７から延び、支持面部
１８ａ、１８ｂと平行に配置されたリブにシャフト２１によって回転自在に取り付けられ
て、支持面部１８ａ、１８ｂ間に支持されている。第１ベアリング６は、本体１６の長さ
方向の両端部に２つずつ配置されている。したがって、スライダー３は、計４つの第１ベ
アリング６を備えている。第１ベアリング６は、レール部材２の第１走行面４上に載置さ
れ、第１走行面４上の走行が可能とされる。
【００２７】
　第２ベアリング２２は、支持面部１８ａ、１８ｂのスカート部２０ａ、２０ｂにシャフ
ト２３によって回転自在に取り付けられ、第２ベアリング２２は、本体１６の内側に配置
されている。第２ベアリング２２も、第１ベアリング６と同様に、本体１６の長さ方向の
両端部に２つずつ配置され、スライダー３は、計４つの第２ベアリング２２を備えている
。
【００２８】
　初期設定機構７は、スライダー３のスカート部２０ａに組み込まれている。初期設定機
構７は、調整ボルト２４および固定ボルト２５を備えている。調整ボルト２４は、ねじ込
むことによって第２ベアリング２２を第２走行面５に接触させ、その接触圧を高めること
ができる。一方、調整ボルト２４を緩めると、第２ベアリング２２の第２走行面５への接
触圧を低くすることができる。調整ボルト２４による第２ベアリング２２の第２走行面５
への接触圧は、第２ベアリング２２がスムーズに第２走行面４上を走行することができる
程度に調整する。固定ボルト２５は、調整ボルト２４による第２ベアリング２２の第２走
行面５への接触圧を調整した後にねじ込まれる。走行に適した接触圧に調整された状態が
固定ボルト２５によって維持される。調整ボルト２４は、スカート部２０ａの幅方向に平
行に配置され、かつスカート部２０ａの長さ方向の中央に配置されている。固定ボルト２
５は、調整ボルト２４を中心としてスカート部２０ａの長さ方向に一定間隔を隔てて配置
されている。したがって、固定ボルト２５は、計２本が初期設定機構７に設けられている
。
【００２９】
　図８は、図６に示したスライダーを一方の支持面部側から示した分解斜視図である。図
９は、図６に示したスライダーを他方の支持面部側から示した分解斜視図である。
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【００３０】
　初期設定機構７は、上記のとおり、スライダー３のスカート部２０ａに組み込まれてい
る。スカート部２０ａは、支持面部１８ａの長さ方向の中央部において、取付面部１７と
反対側に延び、取付面部１７に対し斜めに配置されるように折れ曲がった固定部６０を有
している。固定部６０の表面は平坦面６１となっている。固定部６０には、その長さ方向
の中央部に切欠部６２が形成され、切欠部６２において雌ねじ状の接触圧調整部６３が設
けられている。接触圧調整部６３は、調整ボルト２４による第２ベアリング２２の接触圧
調整用のものである。また、固定部６０には、切欠部６２を挟んで固定部６０の長さ方向
の両側に雌ねじ状の螺合部６４が設けられている。
【００３１】
　スカート部２０ａは、また、第２ベアリング２２が取り付けられる本体６５と、本体６
５の中央部において第２ベアリング２２が取り付けられる側に突出する突出部６６とを有
している。本体６５では、その長さ方向の両端部の幅が拡大され、両端部のそれぞれにシ
ャフト２３によって第２ベアリング２２が回転自在に取り付けられている。また、本体６
５には、第２ベアリング２２が取り付けられた部分の内側に、本体６５の幅方向に長い長
穴６７が形成され、２つの長穴６７は、固定部６０の螺合部６４への重合が可能とされて
いる。突出部６６の幅、すなわち、本体６５の長さ方向の長さは、固定部６０の切欠部６
２の長さ以内であり、突出部６６には、固定部６０の接触圧調整部６３と重合可能なボル
ト挿入穴６８が、突出部６６の表裏を貫通して形成されている。
【００３２】
　スカート部２０ａは、２つの第２ベアリング２２が、それぞれ、固定部６０の長さ方向
の外側に配置されるように、平坦面状とされた裏面を本体部６５の表面に重合させて配置
される。このとき、本体６５の２つの長穴６７が固定部６０の２つの螺合部６４にそれぞ
れ重合し、また、突出部６６が、固定部６０の切欠部６２の内部に配置され、ボルト挿入
穴６８が、接触圧調整部６３に重合する。この状態において、調整ボルト２４を突出部６
６の表面より外側からボルト挿入穴６８の内部に挿入され、接触圧調整部６３にねじ込ま
れる。調整ボルト２４のねじ込み程度を変化させることによって、すなわち、締め付けた
り緩めたりすることによって、スカート部２０ａの本体６５が、固定部６０に対して、図
５図中に示した矢印方向に移動する。その結果、スカート部２０ａの固定部６０に対する
配置位置が変更され、第２ベアリング２２が第２走行面５に対して進退し、図７（ｃ）に
示したように、第２ベアリング２２の第２走行面５への接触圧を調整することができる。
接触圧の調整後、図７（ａ）（ｂ）に示したように、２本の固定ボルト６５が、スカート
部２０ａの本体６５の表面より外側から２つの長穴６７の内部にそれぞれ挿入され、螺合
部６４にねじ込まれる。固定ボルト２５の螺合部６４への螺合によって、スカート部２０
ａの本体部６５が固定部６０に固定され、第２ベアリング２２の走行に適した接触圧に調
整された状態が維持される。第２ベアリング２２は、調整された接触圧で第２走行面５上
を走行可能となる
【００３３】
　また、スライダー３では、支持面部１８ａの長さ方向の中央に、ブレーキツマミ２６が
回動自在に設けられている。図７（ｃ）に示したように、ブレーキツマミ２６はブレーキ
シャフト２７を有し、ブレーキシャフト２７の表面部には雄ねじ２８が切られている。支
持面部１８ａには、ブレーキシャフト２７が進退可能な雌ねじ２９が表裏を貫通して形成
されており、ブレーキシャフト２７の雄ねじ２８は雌ねじ２９と螺合している。ブレーキ
ツマミ２６を回動させてブレーキシャフト２７の先端部が、レール部材２のレール部１１
ａの長手方向の外面に接触し、押圧することによって、スライダー３は、レール部材２に
沿ったスライドが不能となる。一方、ブレーキツマミ２６を逆方向に回動させ、ブレーキ
シャフト２７による押圧を解除すると、スライダー３はスライドが可能となる。
【００３４】
　支持面部１８ａに対向して配置された支持面部１８ｂの長さ方向の中央には、図７（ｃ
）に示したように、フリクションツマミ３０が回転自在に設けられている。フリクション
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ツマミ３０は、第１フリクションシャフト３１を有し、第１フリクションシャフト３１の
表面部には雄ねじ２８が切られている。支持面部１８ｂには、第１フリクションシャフト
３１が進退可能な雌ねじ２９が表裏を貫通して形成されており、第１フリクションシャフ
ト３１の雄ねじ２８は雌ねじ２９と螺合している。また、第１フリクションシャフト３１
の先端部には、第１フリクションシャフト３１の長さ方向に進退可能な第２フリクション
シャフト３２が設けられている。第２フリクションシャフト３２は、先端部を除く部分は
第１フリクションシャフト３１の内部に形成された中空部３３に収納されている。中空部
３３は、第２フリクションシャフト３２の先端部からフリクションツマミ３０にかけて形
成されている。中空部３３にはコイルスプリング３４が内蔵され、コイルスプリング３４
は、フリクションツマミ２８と第２フリクションシャフト３２の間で伸縮自在となってい
る。
【００３５】
　フリクションツマミ３０を回転させ、第１フリクションシャフト３１をレール部材２の
レール部１１ｂに向けてねじ込むと、第２フリクションシャフト３２の先端部が、レール
部１１ｂの長さ方向の外面に接触する。このとき、中空部３３に内蔵されたコイルスプリ
ング３４が収縮し、弾性力が発生する。発生した弾性力は第２フリクションシャフト３２
の先端部を介してレール部１１ｂの外面を押圧し、フリクションが発生する。フリクショ
ンの大きさは、フリクションツマミ３０の回転にともなう第１フリクションシャフト３１
のねじ込み具合によって調整することができる。たとえば、スライダー３のスライディン
グスピードを速くする場合には、フリクションを小さくし、遅くする場合には大きくする
ことができる。また、フリクションの発生は、初期設定機構７に備えた調整ボルト２４に
よる第２ベアリング２２の第２走行面５への接触圧の調整の際に有効に機能し、接触圧の
調整を容易にする。
【００３６】
　また、支持面部１８ｂには、フリクションツマミ３０に隣接して水準器３５が設けられ
ている。水準器３５は、支持板部１８ｂの外側に向かって突出している。
【００３７】
　このような撮影用スライディング装置１は、図１に示したように、三脚４２に取り付け
るばかりでなく、単独で台上に設置することもできる。撮影用スライディング装置１を台
上に設置する場合には、レール部材２を、その長手方向の両端部に設けられたベース９の
２本の脚を適当な開脚度で開き、脚１２の先端部に位置するアジャスター１３を台の表面
に当接させて配置する。このとき、スライダー３は、第１ベアリング６を第１走行面４に
載せ、かつフリクションツマミ３０の回転によってある程度のフリクションを発生させた
状態において、ブレーキツマミ２６を回動させ、スライダー３をスライド不能にしておく
。次いで、水準器３５を用いてレール部材２が水平に配置されるようにアジャスター１３
を回転させ、その長さを調整した後にロックナット１５によって固定し、レール部材２の
設置を完了する。
【００３８】
　この後に、ブレーキツマミ２６を逆に回動させ、スライダー３をフリーにし、次いで、
初期設定機構７に備えた調整ボルト２４によって、第２ベアリング２２を第２走行面５に
向けて移動させ、接触させ、その接触圧の調整を行う。スライダー３のレール部材２に沿
ったスライド具合を確認した後、初期設定機構７に備えた固定ボルト２５をねじ込み、調
整した接触圧を維持する。このような第２ベアリング２２の第２走行面５との接触圧の調
整および維持は、取付面部１７にビデオカメラまたは雲台を取り付ける以前または取り付
けた後のいずれでも行うことができる。
【００３９】
　上記のとおり、撮影用スライディング装置１は、第１走行面４と、第１走行面４に対し
て傾斜して配置された第２走行面５とを有するレール部材２、および第１走行面４上を走
行可能な第１ベアリング６と、第２走行面５を走行可能な第２ベアリング２２とを有する
スライダー３を備えている。このため、レール部材２に沿ったスライダー３の直線的なス
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ライドは、より安定的なものとなる。直線的なスライドの安定性は、計４つずつ設けられ
た第１ベアリング６および第２ベアリング２２によって顕在化する。また、撮影用スライ
ディング装置１は、スライダー３が、第２ベアリング２２を第２走行面５に対して進退さ
せ、第２ベアリング２２の第２走行面５への接触圧を調整する初期設定機構７を有してい
るので、スライダーのスライドの調整がより容易となる。
【００４０】
　また、撮影用スライディング装置１では、図４に示したように、レール部材２の躯体部
１０の中央に、三脚４２に取り付けるためのアダプター３６が設けられている。アダプタ
ー３６は、上記のとおり、レール部材２の躯体部１０と接触可能な第１接触面３７と、三
脚４２の頂部４８に設けられた取付部４９に接触可能な第２接触面３８とを有している。
第１接触面３７は平坦面３９であり、第２接触面３８は湾曲面４０を有している。また、
第２接触面３８は、第１接触面３７に対向して配置される部分に平坦面４１を有している
。第２接触面３８における三脚の取り付け側の中央には、取り付け用の雌ねじ５２が埋設
されている。アダプター３６は、図４に示したように、比較的厚みの薄い部材であり、厚
さが脚１２の高さ以内に抑えられており、しかも第２接触面３８から突出する部材を持た
ないので、撮影用スライディング装置１の台上への設置に何ら支障をきたさない。
【００４１】
　なお、アダプター３６の取り付けのために、撮影用スライディング装置１では、レール
部材２の躯体１０の中央および長さ方向の両端の計３箇所に雌ねじ（図示なし）が切られ
ている。また、アダプター３６の第１接触面３７の中央には第１接触面３７から起立する
雄ねじ５３が設けられている。雄ねじ５３と雌ねじの螺合によって、アダプター３６のレ
ール部材２への取り付けが着脱自在となっており、また、躯体１０に形成された雌ねじを
選択することによって、アダプター３６のレール部材２への取付位置を変更することがで
きる。
【００４２】
　図１０は、本発明の三脚装置の第２実施形態を示した斜視図である。
【００４３】
　三脚装置７１では、図１に示した三脚装置７０の撮影用スライディング装置１に雲台４
３が取り付けられている。雲台４３は、その底面部に、スライダー３の本体１６の取付面
部１７に設けられた雄ねじ１９に螺合する雌ねじ（図示なし）が設けられており、この雌
ねじに雄ねじ１９を螺合させることによって、雲台４はスライダー３に取り付けられ、固
定される。三脚装置７１は、雲台４３の取り付けもより容易となっている。また、三脚装
置７１は、雲台４３が組み合わされているので、ビデオカメラのスライドばかりでなく、
チルトおよびパンも可能であり、撮影対象の移動や狙いどおりの画像に見合った多様な撮
影が可能となる。
【００４４】
　なお、図２に示した締め付けハンドル４４は、雲台４３を、撮影用スライディング装置
１を取り付けずに三脚４２に直接取り付ける際に使用するものと共用可能となっている。
【００４５】
　また、三脚装置７０、７１では、撮影用スライディング装置１に設けられたアダプター
３６の第２接触面３８が湾曲面４０を有しているので、撮影用スライディング装置１は、
水平に配置されるばかりでなく、所望の方向に傾斜させて配置することもできる。
【００４６】
　本発明の三脚装置は、以上の実施形態に限定されることはない。三脚、撮影用スライデ
ィング装置および締め付けハンドルの形状および構造には様々な態様が可能である。
【符号の説明】
【００４７】
　１　撮影用スライディング装置
　２　レール部材
　３　スライダー
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　４　第１走行面
　５　第２走行面
　６　第１ベアリング
　７　初期設定機構
１８ａ、１８ｂ　支持面部
１９　雄ねじ
２０ａ　スカート部
２２　第２ベアリング
２４　調整ボルト
２５　固定ボルト
３６　アダプター
３７　第１接触面
３８　平坦面
３９　第２接触面
４０　湾曲面
４２　三脚
４４　締め付けハンドル
４５　握り
４６　雄ねじ
４７　支持部
４８　頂部
４９　取付部
５０　湾曲面
５１　開口
５２　雌ねじ
５４　湾曲面
６０　固定部
６３　接触圧調整部
７０、７１　三脚装置
 
　
【要約】
【課題】撮影用スライディング装置の三脚への取り付けがより容易であり、かつ雲台の取
り付けもより容易である三脚装置を提供すること。
【解決手段】三脚４２の取付部４８には、三脚の長さ方向に貫通する開口が形成され、撮
影用スライディング装置１には、レール部材２に三脚へ取り付けるためのアダプター３６
が設けられ、アダプターのレール部材との第１接触面は平坦面であり、三脚との第２接触
面は湾曲面を有し、第２接触面における三脚の取り付け側の中央に取り付け用の雌ねじが
埋設され、締め付けハンドルは、握りと、握りの一端から突出する雄ねじとを有し、三脚
の取付部にアダプターが載置され、締め付けハンドルの雄ねじが、三脚の取付部の開口を
通じてアダプターに埋設された雌ねじに螺合され、アダプターの第２接触面の湾曲面と三
脚の取付部の内側の湾曲面が面接触し、互いに圧接されて三脚に撮影用スライディング装
置が取り付けられ、固定されている。
【選択図】図１
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